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市内の各小学校は、 8月19・20日の両日 、一斉に 2学期がスタート 。 どこの小学校も 、子供 たちの歓

声で久しぶ りに活気が戻 りま した。楽しい夏休みを過ごした子供たちは、真黒に 日焼けした顔で元気に

登校。教室では、先生や友達に夏休みの思い出を語った り、宿題や自由研究などの成果を見せ合ってい

ました。(8月19日、室賀小学校で)

市民の動き

( 8月1日現在)

総人口 114，263人 (+ 41) 

男 55，598人 (+ 9) 

女 58，665人 (+32) 

世帯数 35，250世帯 (ー 18)

( )内は前月比です。
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第23回全国下水道促進デー9月10日

第
三
期
区
域
順
調
に
工
事
中 • 

下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
作

り
河
川
の
水
質
を
守
る
う
え
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
公
共
施
設
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
普
及
が
た
い
へ
ん
遅

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
理
由

と
し
て
、
下
水
道
に
か
か
る
事
業
費
が

大
き
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

下
水
道
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
い
う

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
毎
年
九
月
十
日
を
「
全
国

下
水
道
促
進
デ

l
L
t
定
め
、
下
水
道

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
を
預
金
す

る
積
立
組
合
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ

の
組
合
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

k
t作七「
L」
司
法

l
こ
16
5て
F
F
E
ztD
L虫
f
ず

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
、

下
水
道
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今

年
も
下
水
道
普
及
相
談
所
の
開
設
、
市

内
巡
回
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
の
標
示
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
い
ろ
い
ろ
計
画
を
し
て
い
ま

す
。今
年
の
推
進
標
語
は
、

「住
む
人
の
熱

意
が
伸
ば
す
下
水
道
」
で
す
。

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
市
で
は

そ
の
時
点
で
自
治
会
を
通
じ
て
個
々
に

連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
七
月
一
日

上田市公共下水道事業平面図
線

3
5
7
・
3
5
8

水
洗
化
工
事
は

使
用
料
は
維
持
管
理
費
に
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順
調
に
工
事
中

下
水
道
工
事
は
、

一
期
、
二
期
計
画

区
域
が
終
わ
り
、
現
在
は
三
期
計
画
区

域
で
あ
る
秋
和
、
常
磐
町
、
生
塚
、
城

北
、
緑
が
丘
西
な
ど
の
地
区
を
工
事
中

で
す
。
今
年
は
、
さ
ら
に
踏
入
な
ど
も

加
え
て
工
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

工
事
中
は
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
何
か

と
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

だえ

水
洗
化
工
事
資
金

お
万
円
ま
で
融
資

つ一(3)一一一一昭和58年 9月1日 広報

下
水
道
計
画
の
あ
る
自
治
会
で
は

全国下水道促進デ一行事予定表
月日 行 司五 場 F斤 対象

9月6日 積立組合長会議 市役所会議室 立自組治合会償長

9月9日 広報車による宣伝 下水道使用区域 市止 | 

9月7日 下水道普及相談所 秋和公会堂 秋和地区

9月13日 11 西部公民館 西部地区

9月27日 指定工事庖会議 市役所会議室 -定F工オく4iIE181苫官

9月 1 日
水洗化普及相談所 下水道謀 由主-15日

11 下水浄化セ ン 開タ放ー 下水浄化 11 
センター

9月10日 新聞広告 信ill毎 日新聞 11 

9月 1 日
事手の懸垂 市役所玄関 11 -15日

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
毎
年
九
月
十
日
を
「
全
国

下
水
道
促
進
デ
|
」
と
定
め
、
下
水
道

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
を
預
金
す

る
積
立
組
合
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ

の
組
合
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
の
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
借
入
限
度
額
は
三
十

五
万
円
で
、
利
子
は
年
利
八
%
の
う
ち

三
・
二
五
%
を
市
で
利
子
補
給
し
ま
す

の
で
、
本
人
負
担
は
四
・
七
五
%
と
低

利
で
す
。
御
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
自
治
会
の
積
立
組
合
長

さ
ん
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

雑
排
水
は

6
か
月
以
内

便
所
は

3
年
以
内
に

下
水
道
本
管
が
布
設
さ
れ
下
水
道
が

今
年
の
推
進
標
語
は
、「
住
む
人
の
熱

意
が
伸
ば
す
下
水
道
」
で
す
。

使
用
で
き
る
よ
、7
に
な
る
と
、
市
で
は

そ
の
時
点
で
自
治
会
を
通
じ
て
個
々
に

連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
七
月
一

日

に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
供
用
開
始
の

告
示
と
い

っ
て
使
用
で
き
る
地
域
を
公

示
し
て
い
ま
す
。
告
示
さ
れ
た
地
域
で

は
、
雑
排
水
の
切
り
替
、
ぇ
工
事
は
六
か

月
以
内
に
、
便
所
の
水
洗
化
は
三
年
以

内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
水
洗
化
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
水
洗
化
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

専
門
相
談
員
を
置
い
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先
:
・
下
水
道
課
宮
⑫
4
1
0
0
内

線

3
5
7
・
3
5
8

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
庖
へ

市
で
は
、
皆
き
ん
が
安
心
し
て
水
洗

化
工
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
下

水
道
指
定
工
事
庖
を
決
め
責
任
を
持
っ

て
工
事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
指
定
工
事

庖
以
外
は
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
工
事
底
に
工
事
を
依
頼
し
ま
す

と
見
積
り
、
施
行
、
使
用
開
始
届
な
ど

の
諸
手
続
き
を
代
行
し
、
責
任
あ
る
工

事
を
し
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
別
表

の

と
お
り
二
十
七
腐
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

工 事 庖 名 住 所 電 話

株式会社宮島鉄工所 天神 2-2-3 。2)2655 
株式会社宮下組 踏入2-1-17 白2)0271

合資会社石井設備工業 天神 2-3 -12 (22) 0302 

株式会社工藤商会 下之郷294-5 (38) 6956 

有限会社田丸工 務庖 常磐城6-11-13 。2)3412
土野設備株式 会社 中央北2-1-20 白2)8022 

有限会社大屋設備工業 大屋236-20 (35) 0217 

株式会社昭和設備工業 中央2-22-16 白4)3911

株式会社信和 常磐城3-13-17 白4)3310 

唐 沢設備工業 住吉1577 (24) 2602 

トキワギ水道工事庖 常磐城6-9 -10 (22) 1343 

中 央設備工業 常国 2-22-32 (22) 2853 

岩 j頼 設 {諸 林之郷331 白2)3741 

株式会社川上高会 大手 2-4 -48 。2)0858 
春原建設株式会社 住吉1767 (22) 7018 

日本ガス水道株式会社 天神4-28一 7 。7)4434
長野プロパンカヌ株式会社 国分542 。2)5518 
本州管工株式会社 蒼久保1543-4 (35) 1054 

有限会社中村商会 天神 1-6-6 (22) 0941 

株式会社城南ガス設備 上田原435 (22) 5123 

二L 一 吾azFL f蔚 秋和882-3 (24)6593 

ニ栄工業有限会社 中央東 1-13 (24) 1256 

iヒ 原、 設 イ蔚 緑が丘2-6 -21 (24) 1797 

株式会社トーワ管工 住吉59-2 。カ6249
有限会社宮之上設備 芳田1040 。4)0486 
堀設備株式会社 古里42-5 白4)0521 

有限会社真田設備 住吉689 (22) 0102 

上田市下水道指定工事庖一覧表

使
用
料
は
維
持
管
理
費
に

下
水
道
を
使
用
す
る
よ
、
7
に
な
る
と
、

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。
上
水
道
の
使

用
水
量
に
応
じ
て
料
金
が
算
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
井
戸
水
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
適
当
な
方
法
で
水
量
を

認
定
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
、
処
理
場
で
汚
水
を
処
理

す
る
電
気
料
や
薬
品
代
、
ま
た
下
水
道

管
の
清
掃
費
な
ど
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
費
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
正
し
く
使
お
う

市
の
下
水
道
は
分
流
式
と
い
い
、
汚

水
は
下
水
道
へ
、
雨
水
は
道
路
側
溝
か

ら
川

へ
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
雨
水
を
下
水
道
へ
流
し
込

む
と
、
下
流
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
底
地
に

あ
る
家
庭
の
ま
す
か
ら
汚
水
が
逆
流
し

て
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん

迷
惑
を
し
ま
す
。
特
に
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
多

発
し
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の

穴
に
石
な
ど
を
入
れ
て
遊
ん
で
い
る
子

供
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
下
水
道
を
つ

ま
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
見

か
け
た
ら
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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各
家
庭
で
努
力
目
標
を

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
聞
が
終

わ
っ
て
ホ
ッ
と
安
心
し
、
引
き
締
め
て

い
た
緊
張
感
も
緩
ん
で
つ
い
つ
い
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
が
ち
で
す
。
毎
日
、
交
通

安
全
の
意
識
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
各
家
庭
で
九
月
の

努
力
目
標
を
作
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
注

意
し
合
い
事
故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ

さ
て
九
月
。
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
例
年
の
ご
と
く
展
開
さ
れ
ま
す
が
、

あ
い
か
わ
ら
ず
速
度
超
過
や
前
方
不
注

意
な
ど
に
よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

、『ノ。九
月
の
努
力
目
標

ー
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
、
参

加
意
識
を
持
っ
て
望
も
う
。

2
、
交
差
点
事
故
を
撲
減
し
よ
う
。

3
、
特
に
、
老
人
と
子
供
を
事
故
か
ら

守
ろ
う
。

4
、
安
全
確
認
を
き
ち
っ
と
し
よ
う
。

えつ広報
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あ駄を寄る3舎の綱z
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iえて

く9月1日は防災の日〉

鍛震に手
「
災
害
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に
実
施
し
た
総

理
府
の
世
論
調
査
(
複
数
回
答
)
で
は
、

第
一
位
|
地
震
七
七
%
、
第
二
位
|
火

災
六
六
%
、
第
三
位
台
風
六
O
%
、

と
い
う
結
果
で
し
た
。
世
界
で
も
有
数

の
地
震
多
発
国
に
住
む
わ
た
し
た
ち
の

当
然
の
答
、
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
地
震
が
も
た
ら
す
災
害
に
は
、
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
地
割

れ
、
津
波
、
山
崩
れ
、
山
津
波
:
・
、
し

か
し
、
い
ち
ば
ん
発
生
の
危
険
性
が
高

い
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
火
災
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震

災
以
来
、
わ
が
国
で
は
「
地
震
イ
コ
ー

ル
火
災
」
と
言
わ
れ
続
け
、
今
で
は
だ

れ
で
も
が
地
震
の
際
の
火
の
元
に
は
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
わ
た

し
た
ち
は
地
震
に
備
え
、
ふ
だ
ん
か
ら

家
の
中
を
安
全
に
し
、
被
害
の
原
因
を

少
し
で
も
減
ら
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。地

震
に
備
え
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

そ
れ
で
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
が
ま

え
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
、
家
屋
や
塀
な
ど
を
点
検
し
、
弱
い

部
分
を
補
強
し
て
お
く

2
、
家
具
な
ど
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
金

具
で
固
定
し
た
り
、
置
き
方
を
工
夫

す
る

3
、
火
を
使
う
器
具
設
備
の
点
検
と
竪

備
を
す
る
。
ま
た
、
火
気
の
周
り
は

繋
理
整
と
ん
し
て
お
く

4
、
消
火
器
や
消
火
用
水
を
用
意
し
、

消
火
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く

5
、
救
急
医
薬
品
を
準
備
し
、
応
急
手

当
て
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く

6
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お

ノ
¥

7
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て

わ
ね
〆
¥

け〈

の方



老人保健法が今年2月から発足しました。

「老人保健」といっても、お年寄りだけの新

しい制度ではありません。

医療を除く保健事業は、働きざかりの40歳
(子宮ガン検診は30歳)の人から対象になり

ます。

40歳からの保健事業とは
成人病の早期発見のため「健康診査J iカ。ン検診J i健康教育J i健康相談」 などが行

われます。(現在、治療中、入院中、職場などで検診を実施する方は対象外です)

Lニト煙防雪」
く健康診査〉
. 主に脳卒中、心筋梗塞などの循環器疾患の予防が目的です 0

. 検診の費用は 1人100円です。・市内の全病(医)院で、いつでも受診できます。
(病医院によって診療時間などがちがいますので、確認のうえ直接おでかけ(

ださい。受診記録票は、各病(医)院に用意してあります)

く精密診査〉・上記の健康診査の結果、精密検査が必要な方には「心電図J í~艮底J i肝機能J

「血糖J i総コレステロール」などの各検査が行われます0・健康診査とは別に、精密診査の必要の方は、 1人1，000円
の費用がかかります。

。 。
お医者さんに行くときは、保険証を(70歳以上の方

は健康手帳もいっしょに)御持参イださ L'o

(保険証は受診記録票記載に必要)

上田市民生部保健予防課 T E L (22) 4100内線289

ム
M

年
九
月
一
日
の
関
東
大
震

進
嗣
剤
同
市
一
月
号
過
敏
町
結
践
を
硲
む
し
て

お
く
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〈子宮ガン検診〉

子宮(頚)ガンの早期発見が目的です。

30歳以上の方なら、だれでも受診できます。

検診の費用は 1人 1，000円です。

市内の全産婦人科医で診療時間内でしたら、いつ

でも受診できます。

広報う

全量つ区ン

• 
• 

ガ

ン

予
ン検診〉

胃ガンの早期発見が目的です。

毎年 5 月 ~8 月にお近くに胃検診車が行きます。年一回は受診しましょう 。 35

歳以上が対象です。

〈胃ガ

防

診〉検〈乳房

乳ガンの早期発見が目的です。

毎年 7 月 ~12月にお近くに乳房検診車が行きます。

この検診のとりまとめは、保健補導員きんが行っています。お近くの補導員さ

んにお問い合わせくだきい。 30歳以上が対象です。

検診の費用は 1人800円です。

• 

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

州

市
で
は
、
次
の
検
診
を
行

っ
て
い
ま

"

す
。

帳 j手健康

あなたの健康状況を記録保存し、疾病予防と健康管理に役立つ「健康手帳」を40歳

以上の方にきしあげています。御希望の方は、保健予防課または塩田、川西支所有¥お

いでください。

御
寄
付
お
礼 。。



ガ

九
月
は
、
ガ
ン
征
圧
月
間
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
ガ
ン
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
上
田
市
で
は
百
八
十
五
人
の

人
が
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
四
人
に
一
人
の

割
合
で
す
。
昭
和
五
十
五
年
ま
で
は
、

死
亡
原
因
の
第
一
位
は
脳
卒
中
で
し
た

が
、
今
で
は
ガ
ン
が
第
一
位
と
な
り
亡

く
な
る
人
の
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。日

本
人
は
男
女
と
も
胃
ガ
ン
が
一
番

多
く
、
上
田
市
で
も
男
性
で
は
、
ガ
ン

で
亡
く
な
っ
た
人
百
三
人
の
う
ち
、
胃

ガ
ン
三
十
九
人
、
肺
ガ

ン
十
二
人
、
す

い
臓
ガ
ン
九
人
な
ど
、
女
性
で
は
八
十

二
人
の
う
ち
、
胃
ガ
ン
二
十
人
、
直
腸

ガ
ン
十
人
、
子
宮
ガ
ン
八
人
、
乳
ガ
ン

六
人
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
胃
ガ
ン
が

第
一
位
で
し
た
。

だえJ ー (5)一一昭和58年 9月1日 広報

ガ
ン
の
特
徴
と
症
状

ガ
ン
は
①
ひ
と
た
び
で
き
る
と
異
常

な
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
続
け
る
、
②
ガ
ン

が
血
液
や
リ
ン
パ
管
に
入
る
と
全
身
に

転
移
す
る
、
，
③
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
な
い
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
り ン

予

防

ま
す
の
で
、
発
見
が
遅
れ
る
と
命
取
り

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
で
た
ら

す
ぐ
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

O
皮
膚
・
舌
:
・
治
り
に
く
い
漬
蕩
が
あ

る

O
乳
房
・
・
・
し
こ
り
や
た
だ
れ
が
あ
る

O
肺
:
・
せ
き
が
続
い
た
り
、
タ
ン
に
血

が
混
じ
る

O
食
道
:
・
飲
み
込
む
と
き
っ
か
え
る

O
胃
・
・
・
具
合
が
悪
く
て
食
欲
が
な
く
、

食
べ
物
の
好
み
が
変
わ
っ
た

O
腎
臓
・
鵬
脈
・
前
立
腺
・
:
尿
の
出
が

悪
か
っ
た
り
、
血
が
混
じ
る

O
子
宮
・・
・
不
正
出
血
な
ど
が
あ
る

O
大
腸
・
直
腸
:
・
便
に
血
や
粘
液
が
混

じ
る

定
期
検
診
を
受
け
よ
う

以
前
、
胃
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
人
が

胃
検
診
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
を
調

べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
検
診
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
胃
検
診
で

発
見
き
れ
た
胃
ガ
ン
は
早
期
ガ
ン
が
多

い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
手
術
を
受

け
て
治
っ
て
い
ま
す
。
年
一
回
は
検
診

を
受
け
ま
し
I
j
e

V

市
で
は
、
次
の
検
診
を
行

っ
て
い

ま

叩

占

9
。

ι
1

0
胃
検
診
:
・毎
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で

川

検
診
車
で
各
地
区
を
ま
わ
り
ま
す
。

川

次

の

皆

様

か

ら
温
か
い

御
寄
付
を
い

O
子
宮
親
ガ
ン
検
診
:
・
市
内
の
産
婦
人
山
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

科
医
院
で
、
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
川
ま
す
。

ま
す
。

川
マ
清
水
国
太
郎
樟
(
桜
台
)
絵
画
二

O
乳
房
検
診
・
:
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
川
点
働
く
婦
人
の
家
、
老
人
福
祉
セ
ン

各
地
区
で
行
い
ま
す
。
九
月
は
、
~
タ
|
へ

一一日

l
塩
尻
地
区
公
民
館
、
二
十
へ
マ
細
川
泉
樟
(
中
央
四
)
一
二
十
万

八
日
・
二
十
九
日
H

上
野
が
丘
公
ハ
円
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

民
館
、
三
十
日

1
城
南
公
民
館
で
川
マ
宮
沢
正
和
棟
(
舞
回
)

シ
ク
ラ
メ

行
い
ま
す
。
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、

J

ン
二
十
五
鉢
、
メ
ロ
ン
十
四
鉢
、
シ
ク

地
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
に
お
申
川
ラ
メ
ン
用
土
壌
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

し

込

み

く

だ

さ

い

。

〉

へ

川
マ
水
越
誠
一
様
(
長
野
市
)
千
六
円

ガ

ン

か

ら

一

社

会

福

祉

基

金

の

積

立

金

と

し

て

身

を

守

る

に

は

川

マ

市

民

チ

ャ

リ

テ

ィ

ゴ

ル

フ

実

行

委

員

川

会

樟

三

十

五

万

円

社

会

福

祉

基

金

一
般
に
、
ガ
ン
は
助
か
ら
な
い
病
気
ハ
の
積
立
金
と
し
て

だ
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
胃
ガ
ン
、

J
!
i
i

子

宮

ガ

ン

、

乳

ガ

ン

、

肺

ガ

ン

は

早

期

…

守

ラ

ス

大

切

な

生

命

。

考

え

よ

三

み

ん

な

け

救

急

3

発
見
、
早
期
手
術
で
直
る
こ
と
が
可
能
〉

で
す
。

方
ン
の
予
防
と
し
て
、
偏
食
し
な
い
、

閉
じ
食
品
を
く
り
返
し
て
食
べ
な
い
、

食
べ
過
ぎ
な
い
、
深
酒
し
な
い
、
塩
辛
(

い
も
の
や
熱
い
も
の
を
食
べ
な
い

、
ひ
川

ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い
、
過
度
J

に
日
光
に
当
た
ら
な
い
、
な
ど
に
注
意
川

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
年
一
回
は
検
川

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ヨ
以

し3て

毎年、皆きんに親しまれ、御愛用いただいています県民手

帳昭和59年版の予約受付を始めました。身近な情報、 役立つ
ノマートナーとしての県民手帳は、書きやすく 、見やすい大型

版です。

碩価・..1冊300円

配布…12月上旬

予約締切日一 9月24日ω
お申し込みー・企画調整課統計係官⑫4100内線619・有線②0832

県民手帳(59年度版)を予約受付中

9月9日は「救急の日」
9月4日から 9月10日は「救急医療週間」

I .~ ・e
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え

長
野
県
貿
易
展
と

つ広報

上
回
工
業
展
の

出
品
を
募
集

商
工
醍
商
工
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

上
回
築
城
四
百
年
を
記
念
し
て
、
十

月
二
十
九
日
出
、
三
十
日
冊
、
三
十
一

日
側
、
上
田
市
民
体
育
館
で
、
第
十
八

団
長
野
県
貿
易
展
と
第
三
回
躍
進
す
る

上
回
の
工
業
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
生
産
さ
れ
る
多
く
の
工
業
製

品
の
出
口
聞
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
品
お
問

い
合
わ
せ
・
:
市
役
所
商
工

謀、

上
回
商
工
会
議
所

(
宮
@
4
5

0
0
、
指
導
課
d

出
凶
民
回

a
w
t泊
串
山
戸

:

L
IJ岡
山
指
問
ず
ん
ム
が
謹
探
品
川
円
い
弘
酎

....第894号事894号~

東
北
分
署
で

8月刊日の夜、「第7回ふるさとフェステ
ィ!iJレ」ガ川西公民館で開かれ、若者や家族
連れでにぎわいました。
今年は、「一般コミュニティ助成事業」の
対象として申請していだ悶成金(自治宝く
じ勘成事業)ガ同実行委員会に200万円おり、
そこに市や同実行委員会の支出金を上乗せ

して、政送用後器、大型スピーカ 、テン
ト、紅白幕などを購入しました。

り
ま
す
申
込
書
に
御
記
入
の
う
え
、

一T
3
8
6

市
内
大
手

一ーー一

oー

二

二

上

回
商
工
会
議
所

へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
・
・
・
九
月
十
七
日
出

。

。

ま
た
、
十
月
二
十
九
日
出
、
三
十
日

側
に
は
、
同
体
育
館
で
姉
妹
都
市
の
物

産
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

障
害
者
作
品
展
と

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

3
7
5

有
線
②

0
7
9
1

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
き
ん
の

山
間
引
H
宇
品
符
て
、

?
'U
島
勿
酔
陣
軍
国
u

者
此
汁
ロ
四
回
収
」

キ
ノ
コ
の
正
し
い
知
識
普
及
の
た
め
、

キ
ノ
コ
の
実
物
展
示
と
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
で
か

、。

と
「
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
心

身
障
害
児
者
の
皆
き
ん
に
自
立
更
生
の

意
欲
を
起
こ
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の

障
害
者
の
皆
き
ん
に
対
す
る
認
識
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

多
数
の
作
品
の
応
募
と
大
勢
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
作
品
展

と

き

・
:
十
月
一

日
出
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
五
時
、
十
月
二

日
間
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館
一
階

展
示
内
容
:
・心
身
障
害
児
者
の
皆
さ
ん

の
作
品
展
示、

施
設
の
紹
介
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介

応
募
資
格
:・
市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身

障
害
児
者
の
皆
き
ん
、
お
よ
び
心
身

障
害
児
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
皆

さ
ん

応
募
締
切
日
:
・
九
月
二
十
七
日

ω

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

十
月
二

日
間
に
は
、
障
害
者
の
皆
き

ん
の
生
活
圏
を
広
め
る
こ
と
と
、
市
民

の
皆
き
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
「
福

祉
の
心
を
育
て
る
大
行
進
」
お
よ
び
「
市

民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま
す。

「
福
祉
の
心
を
育
て
る
大
行
進
」
は

障
害
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
市
民

の
皆
き
ん
が
午
前
十
時
三
十
分
に
上
田

駅
前
削
晶
ι
山山忠克し、

山梅
野
町
日
曜
持
仏
協
?
=

去
、
い
。

そ
の
他

:
全
日
程
を
受
講
さ
れ
た
人
に

は
、
修
了
証
を
差
し
上
げ
ま
す
。

で
行
進
し
ま
す
。
行
進
終
了
後
、
日
曜

広
場
で
は
「
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を

開
催
し
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
会
、
車

い
す
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

手
品
、
竹
細
工
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

作
品
即
売
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

定
例

児

童

相

談

児
童
保
育
課
家
庭
児
童
相
談
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
1
・

3
8
3

有
線
②

0
8
0
1

子
供
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

O
児
童
の
日
常
の
し
つ
け
、
家
庭
教
育
、

友
達
と
の
遊
び

O
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
子
供

O
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、
家
庭
で
育
て

ら
れ
な
い
子
供
を
施
設
や
里
親
に
預

け
た
い

O
里
親
を
希
望
す
る

O
知
能
の
発
達
が
遅
い
子
供
、
体
が
不

自
由
な
子
供

相
畿
日
・・
・
毎
月
第
四
木
曜
日

申
込
先
・
:
予
約
制
で
す
の
で
、
家
庭
児

童
相
談
係
ま
で
保
護
者
氏
名
、
児
童

氏
名
お
よ
び
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
(
簡
単
に
)
を

お
知
ら
せ
く
だ
き
い
。

と
き
・
と
二
ろ
・
・
・
お
申
し
込
み

の
際
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
月

と
ニ

ろ
・
中
部
電
力
上
回
営
業
所
婦
人

教
室
(
構
内
東
館
)

定

員

・
:
各
コ
ー
ス
と
も
二
十
四
名
(
定

相
所談まるの
の 担 すと申
担 当 。き込
当 者 は者
官:、が
長翌予
野月定
県の人
中相良
央談に
児 日達
重とし
相なて
言炎 りい

新
増
築
の
家
屋
評
価
に

御
協
力
を

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
7

有
線
②

0
6
8
1

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
、
今
年
の
一

月
二
日
以
降
に
完
成
し
た
家
屋
は
、
来

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

資
産
税
課
で
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
を

評
価
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
該
当
の

お
宅
へ
係
員
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。
訪

問
の
際
、
適
正
な
評
価
を
行
う
た
め
家

屋
の
周
囲
を
回
っ
た
り
、
各
部
屋
の
立

ち
入
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
い
へ
ん
御
迷
惑
と
は
思
い
ま
す
が
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

留
守
な
ど
で
調
査
が
で
き
な
い
お
宅

に
は
、
お
便
り
を
置
い
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
も
係
へ
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
都
合
に
よ

り
評
価
期
日
を
指
定
す
る
な
ど

特
別

な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
資
産
後
諌
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い・

。ま
ら 終す

れ 戦
た fJ

F外
、池

上か
笹ii 句

港 51
の き
税 t昼
間げ
ま て
fニー
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東
北
分
署
で

救
急
業
務
を
開
始

今
年
四
月
、
盟
殿
の
小
井
田
地
区
に

移
転
新
築
し
た
東
北
分
署
で
は
、
九
月

一
日
か
ら
救
急
業
務
を
開
始
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
救
急
車
一
台
、
救
急
隊

員
三
名
で
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

キ
ノ
コ
中
毒
を

だえ

な
く
し
ま
し
ょ
う

つ

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

ー (7)一一一一昭和58年 9JJ 1日 広報

長
野
県
は
、
キ
ノ
コ
の
生
育
に
適
し

た
山
林
と
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
、
い
ろ
い
ろ
な
天
然
の

キ
ノ
コ
が
食
卓
に
の
ぼ
り
ま
す
。

反
面
、
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
中
毒
も
多

く
、
県
下
で
過
去
十
五
年
間
に
、
患
者

数
四
百
五
十
人
(
死
亡
三
人
)
に
達
し

て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
キ
ノ
コ
中

惑
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

O
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
食
べ
な
い

O
キ
ノ
コ
の
特
徴
を
完
全
に
覚
え
る

O
議
キ
ノ
コ
そ
加
工
(
塩
漬
け
、
乾
燥
・

な
ど
)
し
て
食
べ
な
い

所
に
あ

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
「
心
身
障
害
者
作
品
展
」

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ん
が
午
前
十
時
三
十
分
に
上
田

駅
前
を
出
発
し
、
海
野
町
日
曜
広
場
ま

モ
ノ
コ
め
正
し
い
知
轟
普
及
の
た
め
、

キ
ノ
コ
の
実
物
展
示
と
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
で
か

け

r
た
さ
い
。

と
き
・
:
九
月
二
十
三
日
幽
か
ら
九
月

二
十
五
日
同

と
こ
ろ
:
・
上
回
西
武
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

家
庭
看
護
法
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集

社
会
福
祉
協
融
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
で
は
、
多
様
化
す
る
福
祉

課
題
に
対
応
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
を
目
的
と
し
て
、
家
庭
看
護
法
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
九
月
十
八
日
制
・
二
十
五
日

側
、
十
月
十
六
日
間
・
三
十
日
間
、

十
一
月
六
日
冊
、
二
十
日
日
の
六
日

問
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三

十
分

と
こ
ろ
:
・
社
会
福
祉
協
議
会
二
階
会
議

室
(
二
中
前
、
市
役
所
分
室
)

受
講
対
象
者
・
・
・
全
日
程
に
参
加
で
き
る

皆
さ
ん

募
集
人
員
:
・
二
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法
・
:
九
月
十
日
出
ま
で
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ

そ
は のき
、他い

修
了全
証日
を程
差を
し受
上講
げさ
まれ
すた
。人

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

日程表

コス 期 間 日程 日 時間」

A 10月6日 - 12月15日 第1・3木曜日 午前10時 ~ 午後1

B 10月5日-59年3月7日 第1水曜日 午後1時30分-3時30分

C 10月13日- 12月22日 第2・4木曜日 午後1時30分-3時30分

D 10月19日-59年3月21日 第3水曜日 午前10時 ~ 午後1時

料理教室

お
知
ら
せ
く
だ
き
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
:・お
申
し
込
み
の
際
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
月

と
こ
ろ
l

i

申
ム
卸
S

屯
力
上
回
#
o輩

f附
岨
剛

i
ハ

教
室
(
構
内
東
館
)

定
員
・
:
各
コ

l
ス
と
も
二
十
四
名
(
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て
一
回
四
百
円

程
度

ー
終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ
|

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

テレビによる防災キャンベーン

県では、テレビによる防災キャンベーンを長野放送

(NBS)とテレビ信州(TSB)で、次のとおり放映して

います。

な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
資
産
税
課
ま

で
御
連
絡
く
だ
き
い
。

b
z
t
f
e
 

O
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
掲
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関
ま
た

は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
、
証

券
な
ど

O
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の

う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

お
問
い
合
わ
せ
・
:
〒
4
5
5

名
古
屋

市
港
区
入
船
二

l
三
|
一
二
名
古

屋
税
関
監
視
部
総
括
・
許
可
・
通
関

部

門

宮

0
5
2
(
6
5
3
)
4
1

'
i
'
i
 

返
還
の
申
し
出
は
、
御
本
人
ば
か
り

で
な
く
御
家
族
の
方
で
も
け
つ
こ
う

で
す
。

長野放送(NBS) テレビ信州(TSB)

午前 9: 55-10: 00 午前11: 25 -11 : 30 

そのときあなたは? ごぞんじですか?
放送日 放 送 日

(くら しの中の防災) (防災ミ ニ百科)

9月10日
グラ yときたら、 9月8日 津波を知ろう

まずなにを?

デパート、地下街で 9月15日 老人の自主防災
9月17日

t也獲にあったら?
9月22日 津波の恐ろ しさ

車を逆転しているとき、
9月24日

t也長にあったら? 9月29日 地震に備える消防機関
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9月の法律相談日

9月の登記等法律相談日

え

五七
四八

(
七
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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